
（応募様式第２号）
事 業 計 画 書

１　応募者の概要
	名称又は商号
	

	代表者職氏名
	

	所在地
	〒   -


	連絡先
	担当者：職名

氏名

TEL：
FAX：
E-Mail：

	業　種
	

	事業名称
	

	事業目的・内容
	（導入する場所や脱炭素・海洋プラスチック対策先進技術等の種類など記載してください）
※事業全体の概要がわかる図面を添付してください。
※枠の大きさは必要に応じ変更してください。


２　応募事業の内容　※枠の大きさは必要に応じ変更してください。
	(1) 脱炭素・海洋プラスチック対策先進技術導入モデルについて

以下の環境・エネルギー先進技術からモデル導入するものを選択し、設備名、数量・規模等、具体的な取組みについて詳細に記載してください。
※導入する技術、設備等のカタログ、図面、仕様等の資料を添付してください。

１　脱炭素先進技術

２　海洋プラスチック対策先進技術

	【具体的な取組内容】

	(2) 脱炭素・海洋プラスチック対策先進技術導入モデル事業に応募する経緯、動機

	(3) 環境改善効果について（CO2又はプラスチックの削減見込み量等）

	(4) 先進性について（これまでの開発経過・商品化時期、他技術との比較等）

	(5)実装可能性について（社会ニーズ、導入費用、導入実績、普及見込み等）

	(6)実施場所について（導入予定施設の立地、利用者数、交通の便等） 

	(7)周知啓発について（府民・来阪者に対しての環境改善効果等の周知・発信方法等）

	(8)波及効果について（事業者に対しての環境・エネルギー先進技術等の周知・発信方法等）

	(9) 先進技術の普及促進効果の把握について（把握方法、頻度、効果検証方法等）

	(10) 本応募におけるアピールポイント


	(11) 脱炭素・海洋プラスチック対策先進技術導入設備の維持管理の取組について（維持管理・点検等の方法・計画、管理体制等） 

	(12)顕彰等を受けた実績（過去5年間：平成30年度～）


３　応募事業の実施計画（スケジュール）※枠の大きさは必要に応じ変更してください。
	時期（年･月）
	実　施　内　容

	
	


４　補助対象経費の内訳
	対象経費
	対象額

	工事・調査費
	円

	備品購入費
	円

	広報費
	円

	使用料及び賃借料
	円

	事業費　合計
	円
（うち、附帯設備にかかる経費　　　　　　円）

	国その他の団体からの補助を受ける場合、その補助金の見込額
	円

	補助対象経費　合計
（国その他の団体からの補助金見込額を事業費合計から控除してください。）
	円


　
＜参考＞

	補助申請予定額

※補助対象経費の２分の１（上限：脱炭素先進技術1,000万円、海洋プラスチック対策先進技術500万円）
	円


